
 

コラム ｼﾞｬｶﾙﾀで開催されたｾﾐﾅｰで災害管理に関する JICA講師を務めました 

平成 25年 9月 16日～20日の期間で、JICA

主催による ASEAN 諸国向け研修事業として、

平成 25 年度 ASEAN 災害管理衛星情報活用能

力向上支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの「災害管理における衛

星情報の迅速な入手と活用のための能力開

発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・第 1 部『洪水解析のための衛星

ﾃﾞｰﾀの活用：第 2週 iRIC ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺｰｽ』」とい

う研修がｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ｼﾞｬｶﾙﾀ市において開催さ

れました。この研修は JICA による第 3 国研

修の 1つで、ASEANの 9カ国から派遣された

危機管理担当部署の研修生 18 名を対象に、

災害に備える上での実際的な技術を習得し

て頂くことを目的として開催されています。

米国地質調査所、北海道大学、京都大学、寒

地土木研究所寒地河川ﾁｰﾑから派遣された講

師らで河川の流れ、河床変動解析ｿﾌﾄｳｪｱ iRIC

に関する講義を行いました（写真-1）。 

研修内容としては、防災や危機管理に携わ

る技術者に、河川周辺の危機管理能力の向上

を目的に、衛星情報の活用方法、iRIC ｿﾌﾄｳｪ

ｱによる河川水理解析の演習を行いました。

寒地土木研究所では、無償の GIS ｿﾌﾄｳｪｱの活

用、陸地での２次元津波氾濫計算（図-1）、

１次元ﾓﾃﾞﾙによる河道内の洪水・津波遡上計

算（図-2）を担当しました。 

海外では高価な河川解析ｿﾌﾄが多く存在し、

実務にも一部で利用されていますが、入手が

困難であるためﾊｰﾄﾞﾙが高くなってしまって

いるのが現状です。今回の研修では無償公開

のｿﾌﾄｳｪｱ（iRIC や QGIS）及び無償公開の地

形ﾃﾞｰﾀ等を活用することを基本としている

ため、多くの受講生からすぐに実務に導入可

能であるとの声が聞かれました。今後、本演

習の成果が ASEAN 諸国に普及し、具体的な防災危機管理体制の構築や河川計画に反映してい

ただけることを期待しています。 

 

写真-1 ｾﾐﾅ会場の様子 

 

 

図-1 ｱﾁｪ市における 2次元ﾓﾃﾞﾙを用いた 

津波氾濫解析事例 

 

 
図-2 iRIC ｿﾌﾄｳｪｱでの１次元計算結果の可視化 
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